
大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

◎ 早めの避難に備えましょう 

ISA City Public Relations  No.37
2010.6



ISA City Public Relations  2010.06.01　　2

早めの避難 に備えましょう

　
集
中
豪
雨
は
、
短
時
間
の
う
ち
に
狭
い
地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨
の
こ

と
で
、
梅
雨
の
終
わ
り
に
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
狭
い
地
域
で
突
発
的
に
降
る

た
め
予
測
は
困
難
で
す
。
気
象
情
報
（
雨
量
）
な
ど
に
注
意
し
て
自
主
的
な

避
難
を
心
が
け
、
ま
た
、
市
役
所
か
ら
の
避
難
勧
告
な

ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨

　これから、台風、集中豪雨や長雨による浸水、土砂災害等が心配される季節を迎えま
す。その他にも、地震、竜巻などさまざまな災害がありますが、これらはいつ発生する
かわかりません。
　災害から身を守るために大切なことは、早めに避難することです。
　日ごろから避難場所と避難経路を確認し、テレビやラジオ、インターネット等の気象
情報に耳を傾ける習慣をつけ、危険を感じたり、避難指示等があったときのために、貴
重品や非常持ち出し品を持って安全な場所へ避難できるよう、緊急の場合に備えましょ
う。
　また、避難するときは単独での行動はなるべく避け、となり近所の人と協力しながら
避難しましょう。

水防団待機水位

｝
｝
｝
｝
｝

はん濫注意水位
避難行動の準備を行
う目安となる水位で
す。

避難判断水位
避難行動を行う目安
となる水位です。

はん濫危険水位
堤防の決壊など重大
な災害発生の恐れが
ある水位です。

避難を完了しておかなけ
ればなりません。

自治体及び住民は、新た
にはん濫が及ぶ区域で避
難の判断が必要です。

住民は、避難を判断する
段階です。

住民は、はん濫に関する
情報に注意が必要です。

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

はん濫の発生

堤　防

５

３
（
警
戒
）

４
（
危
険
）

２
（
注
意
）

１

レベル５

水位に応
じた

危険度レ
ベル
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雨
が
１
時
間

に
20
ミ
リ
以
上

降
っ
た
り
、
降

り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
１
０
０
ミ

リ
を
超
え
た
り
し
た
と
き
は
危
険

信
号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
家
の

周
辺
の
山
や
が
け
に
危
険
な
前
兆

現
象
が
な
い
か
確
認
し
、
災
害
発

生
の
お
そ
れ
を
感
じ
た
ら
、
早
め

に
安
全
な
場

所
へ
移
動
し

ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
土
砂
災
害

は
、
雨
が
降
り
止
ん
だ
後
で
も
発

生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
に
は
、
次
の
よ
う
な

前
ぶ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

土
砂
災
害

◎
避
難
は
早
め
に

◎
地
域
で
の
防
災
活
動
に

　
参
加
し
ま
し
ょ
う

に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

〈
が
け
崩
れ
の
前
兆
〉

　
○
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。

　
○
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

　
○
小
石
が
落
ち
て
く
る
。

　
○
が
け
か
ら
音
が
す
る
。

〈
土
石
流
の
前
兆
〉

　
○
山
鳴
り
が
す
る
。

　
○
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に

　
　
川
の
水
位
が
下
が
る
。

　
○
川
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が
流

　
　
れ
る
。

〈
地
す
べ
り
の
前
兆
〉

　
○
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

　
○
井
戸
や
沢
の
水
が
濁
る
。

　
○
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

　
○
建
物
や
電
柱
、
樹
木
が
傾
く
。

　
大
規
模
な
災
害
の
場
合
に
は
、

防
災
関
係
機
関
に
よ
る
活
動
が

　
避
難
情
報
等
の
呼
び
か
け
が
あ

っ
た
と
き
は
、
火
の
元
の
確
認
を

し
、
事
前
に
準
備
し
た
非
常
持
ち

出
し
品
や
貴
重
品
を
持
っ
て
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と

き
は
、
な
る

べ
く
単
独
行

動
は
避
け
近
所
で
声
を
か
け
合
い

避難勧告等の伝達方法

○関係者の直接口頭・拡声器・鐘による伝達
○サイレンによる伝達

○広報車（消防車）による伝達
○有線放送・電話・特使等による伝達
○携帯電話などのメールによる災害情報の配信
　http：//www.okuchi.kagosima.jp/mobile/

（くりかえし）

火 災 の 場 合
６秒吹鳴６秒吹鳴

５秒休止 ５秒休止

避難勧告の場合 ５秒休止 ５秒休止

１分吹鳴 １分吹鳴

協
力
し
合
っ
て
、
早
め
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
者
や
乳
幼
児
、
傷
病
者
な

ど
「
災
害
時
要
援
護
者
」
な
ど
は
、

避
難
情
報
が
出
て
か
ら
で
は
避
難

行
動
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
対
し
て
は
避
難
情
報
が

伝
わ
り
に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
す
。
異
常
を
感
じ
た
と
き
は
、

と
な
り
近
所
で
声
を
か
け
合
い
協

力
し
な
が
ら
災
害
時
要
援
護
者
を

避
難
所
へ
誘
導
し
ま
し
ょ
う
。

困
難
に
な
る
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
地
域
の
み
な
さ

ん
が
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
連
帯

意
識
を
持
ち
、
自
主
的
な

防
災
活
動
を
行
う
こ
と
も
大
切
な

こ
と
で
す
。
地
域
ご
と
に
自
主
防

災
組
織
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、

日
ご
ろ
か
ら
訓
練
な
ど
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。
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地区名 避難場所 電話番号
  市内全域  大口元気こころ館（福祉避難所） ㉓ 2361

  大口地区

 大口ふれあいセンター ㉒ 1613
 大口小学校 ㉒ 0349
 大口生活改善センター ㉒ 8413
 元町青少年会館

  大口東地区  大口東青少年センター ㉒ 0263
  牛尾地区  牛尾青少年センター ㉒ 0264

  山野地区
 山野基幹集落センター ㉒ 0407
 十曽フレンドハウス

  山野西地区  山野西小学校 ㉙ 3451
  平出水地区  平出水「いなほ館」

  羽月地区
 羽月地区公民館 ㉒ 0355
 大口南中学校 ㉒ 2125

  羽月北地区  羽月北小学校 ㉒ 3114
  羽月西地区  羽月西青少年センター ㉘ 2111

  曽木地区
 少年自立自興会館 ㉕ 1152
 西太良地区コミュニティセンター ㉕ 1121

  針持地区  針持青少年センター ㉕ 1140
  布計地区  布計地区多目的集会施設
  川北・前目・川南  菱刈中学校 ㉖ 0047

  下手・前目・徳辺
 菱刈小学校 ㉖ 0010
 ふるさと生きがいセンター ㉖ 3000

   市山・花北・田中・重留
 田中小学校 ㉖ 0029
 田中ふるさと館 ㉖ 5288

  南浦・荒田
 本城小学校 ㉖ 0054
 本城地区集会施設 ㉖ 4639

  川北  湯之尾小学校 ㉖ 0114
  川北・川南  湯之尾校区公民館 ㉖ 4261
  前目  人権文化センター ㉖ 4185
  永池  南永小学校 ㉖ 3980
   五色・新川・弓掛・新拓  新川地区集落センター
   山田・大山口・山田中原  ひまわり館

伊佐市 避難施設一覧表

※大規模災害の場合には、上記記載の避難所
　の他に、近くの公民館・学校等も避難場所
　になります。
※福祉避難所とは、避難をした際に手助けが
　必要な人が避難する場所です。

※
持
ち
出
す
物
は
普
段
か
ら
準
備
し
ま
し
ょ
う

問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
消
防
防
災
係
　

☎
㉓
１
３
１
１
○内　　１
１
１
８

○ラジオ、テレビなどで最新の気象
　情報、洪水情報を入手しましょう。
○避難する時の荷物は必要最小限に 
　し、２人以上の避難を心がけまし
　ょう。
○徒歩での避難を心がけましょう。
　車を使っての避難には、危険を伴
　うことがあります。
○洪水による水の流れが、場所
　によって相当早いことが予想
　されます。避難時には、水の
　流れの速さにも十分注意し、
　まず水に浸からない道路へ速
　やかに移動しましょう。
○市役所などからの避難の呼び
　かけがなくても、洪水や崖崩
　れなどの危険を感じた場合には、
　自主的に避難しましょう。

避
難
時
の
心
得

□　非常食（缶詰、パンなど）
□　飲料水
□　携帯ラジオ
□　懐中電灯（予備電池）
□　缶切り・ナイフ
□　ライター・マッチ
□　ティッシュ
□　ビニール袋
□　医薬品
□　現金など

非常用袋チェックリスト

１23
避
難
準
備
情
報

　
災
害
の
発
生
の
危
険
が
非
常
に
高

く
、
す
ぐ
に
避
難
を

し
て
も
ら
う
と
き
に

発
表
す
る
情
報
。

避
難
指
示

　
災
害
の
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
皆

さ
ん
に
避
難
を
始
め
て
も
ら

う
と
き
に
発
表
す
る
情
報
。

避
難
勧
告

　
高
齢
者
等
で
避
難
に
時
間
を
要
す

る
人
に
避
難
を
始
め
て

も
ら
う
と
き
に
発
表
す

る
情
報
。

避
難
情
報
の
種
類
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農
地
、
農
道
、
用
排
水
路
、
た
め
池
、
井
堰
等
の
点
検
や
整
備
は
大
丈
夫
で
す
か
。

　
危
険
箇
所
の
点
検
・
整
備
に
心
が
け
未
然
に
災
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
農
地
・
農
業
用
施
設
の
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
次
の
と

お
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

耕
地
災
害
の
申
請
に
つ
い
て

①
「
耕
地
災
害
復
旧
工
事
申
請
書
」
を
市
農
政
課 

　
耕
地
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
申
請
書
は
市
農
政
課
及
び
各
地
域
の
土
地

　
　
改
良
区
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

②
提
出
さ
れ
た
申
請
書
に
基
づ
き
担
当
職
員

　
が
現
地
を
調
査
し
公
共
災
害
に
該
当
す
る 

　
か
連
絡
し
ま
す
。

③
農
地
・
農
業
用
施
設
と
も
に
関
係
（
受
益
）　

　
者
か
ら
の
工
事
負
担
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
※
負
担
金
は
国
の
補
助
率
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

公
共
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
国
の
補
助
事
業
に
申
請
で
き
る
主
な
要
件

①
異
常
な
天
然
現
象
（
大
雨
等
）
で
被
災
を
受
け
て
い
る
場
合
（
雨
量
等
の
基
準
が 

　
あ
り
ま
す
）

②
被
害
が
事
業
費
で
40
万
円
以
上
の
場
合

③
日
常
の
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

④
農
業
用
施
設
の
場
合
、
受
益
戸
数
が
２
戸
以
上
で
あ
る
こ
と

⑤
被
災
地
の
登
記
（
現
況
）
地
目
が
農
地
（
田
・
畑
）
及
び
農
業
用
施
設
（
水
路
・

　
道
路
等
）
で
あ
る
こ
と

◇
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
担
当
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
耕
地
係
（
菱
刈
庁
舎
）　
　
　
　 

☎
㉓
１
３
１
１
○内　　２
２
５
１
・
２
２
５
２

耕
地
災
害
が
発
生
し
た
ら
・
・
・

山田　尚洋　（元町班）
永田　誠二　（里町班）
山中　宏樹　（水ノ手班）
丸田　浩樹　（牛尾班）
古里　勇人　（郡山班）
緒方　慎也　（尾之上班）
成影健一郎　（尾之上班）
平出水一文　（平出水班）
栗巣　和成　（平出水班）
前田　賢人　（麓班）
山口　航平　（麓班）
梶木　保典　（堂崎班）
木ノ下耕吉　（崎山班）
福本　大輔　（宮人班）
宮ノ原　大　（宮人班）
恒吉　雄太　（曽木班）
前田　正悟　（土瀬戸班）
井之上　崇　（北部分団）
緒方　一秀　（本城分団）
西　　卓朗　（湯之尾分団）

市民の生命を
守るために

　４月 18 日、伊佐市
消防団に新しく入った
団員の研修が行なわれ
ました。
　新入団員のうち当日
参加した 14 人は、そ
ろいの活動服を身につ

け、消防組織法や規則などの研修を
受けた後、消防本部で整列や行進、
ホースの使い方などの実技訓練を受
けました。
　参加した団員は、慣れない手つき
ながらも真剣に訓練をこなし、市民
の生命を守る使命感に燃えているよ
うでした。
　新入団員は次の方々です。（敬称略）

      早めの
避難に備え

ましょう
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行政からのお知らせ

子ども手当について

　次世代の社会を担う子どもの健やかな育ちを支援するために、
中学校修了までの子どもの養育者に支給されるものです。

支給対象　中学校３学年修了前まで（15 歳到達後、最初の３月 31 日
　　　　　まで）の子ども（支給対象の子ども）を扶養している伊
　　　　　佐市在住の主な生計者になります。
支 給 額　子ども１人につき、月額１３，０００円です。
支給期間　申請をした翌月分（月末近くの転入、出生等の特例を除く）か　
　　　　　ら受給資格がなくなる月の分まで。
申請に必要なもの　○申請者（主な生計者）の健康保険証
　　　　　　　　　○振込先口座（申請者名義の銀行口座）が確認できるもの
　　　　　　　　　○印鑑（申請者本人が届出の場合は必要ありません。）

問い合わせ先　市福祉事務所子育て支援係（大口庁舎）　　　　  ☎�１３１１○内　１２６３・１２６４
　　　　　　　市地域総務課保健福祉係（菱刈庁舎）　　　　　　　　　　  ☎�１３１１○内　　２１７２

※毎年６月提出の現況届が必要な人には別途通知いたします。

申請手続き
家庭の状況 申請手続き書類

 児童手当を受給していなくて、 中学２・３年生のいる家庭  子ども手当認定請求書

 児童手当を受給していて、中学生 2・3 年生のいる家庭  子ども手当額改定認定請求書

 児童手当を受給していて、中学生 2・3 年生のいない家庭  不要・引き続き子ども手当てを受給

　　　　　　　　　子ども手当は、次世代の社会を担う子どもの健やかな育ちを応援するという
　　　　　　　　趣旨のもとに支給するものです。子ども手当を受給された人には、子ども手当
　　　　　　　　の趣旨に従って、子ども手当を用いなければならない責務が法律上定められて
　　　　　　　　います。（趣旨へのご理解をお願いします）
お子さんの将来の夢はなんですか？
　子ども手当は、お子さんの健やかな育ちのために、お子さんの将来を考え、有効に用いていた
だきますよう、よろしくお願いいたします。

子ども手当とは

子ども手当の豊かな使い方のために…

　子ども手当の全部または一部を寄付して、子ども・子育て支援の事業のために活
かしてほしいと希望される人は、寄付を行うことができる手続きがありますので、
お問い合わせください。

 子ども手当の寄付について
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Government Infomation

● 光化学オキシダント注意報発令時の注意点

● 光化学オキシダント注意報などの発令基準

● 光化学オキシダントの発生メカニズム

● 光化学オキシダントが高濃度になりやすい時期や気象条件

　工場や自動車から排出される窒素酸化物などが、紫外線により光
化学反応を起こし生成される酸化物質で、ほとんどがオゾンです。
近年では、大陸からの影響や成層圏オゾンの降下による光化学オキ
シダント濃度の上昇が見られ、高濃度になると、目やのど等への刺
激や痛みを生じることがあります。

　光化学オキシダントは、春季や秋季の日差しが強く、気温が高く（概ね 24℃以上）、風が弱い日に、
高濃度になりやすい傾向にあります。発生しやすい時期は５月～９月です。

区　分 発　　令　　基　　準

注意報
  光化学オキシダント濃度が 0.12ppm以上となり、かつ気象条件からみて
  当該大気汚染の状態が継続すると認められるとき

警　報
  光化学オキシダント濃度が 0.4ppm以上となり、かつ気象条件からみて
  当該大気汚染の状態が継続すると認められるとき

　大気汚染防止法で、濃度区分に応じて知事が発令することとされています。注意報が発令されたら
次の点に注意してください。
　①ラジオ、テレビ等の報道に注意してください。
　②屋外での過激な運動を控えてください。
　③自動車の使用や外出は控えてください。
　④目やのどに刺激を感じるときは、水道水等で洗眼やうがいを行ってください。また症状に応じて
　　医療機関を受診してください。
　なお被害を受けた人は、県保健所または市役所まで連絡をお願いします。

光化学オキシダント（    光化学スモッグ ）
注意報発令に注意

問い合わせ先　市環境政策課環境保全係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎㉒１０６０

行政に対するご相談 は 行政相談委員へ
　５月１日付で向江知恵子さん（永池）が、行政相談委員（総務
大臣委嘱）に委嘱されました。
　行政相談委員は、主に「国の役所の仕事について苦情や意見・
要望があるが、どこに相談してよいか分からない」といった相談
を受けて、中立・公正な立場からその処理を図っています。
　例えば、道路、登記、税金、年金、郵便、労働などの問題でお
困りの人は、お気軽にご相談ください。
　なお、相談は、秘密を守り無料です。
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行政からのお知らせ

特定健診（個別健診）の受診についてご案内

宝くじ文化公演
おすぎと京フィル「おしゃべりシネマ館」

映画評論家おすぎのナビゲートによる映画音楽コンサート！

　市国民健康保険では、集団健診を受診されなかった国民健康保険加入者（40 歳～ 74 歳）を対象に、
特定健診の個別健診を実施します。受診希望者は、医療機関名及び受診希望日を市民課健康保険係まで
お申し込みください。申込者には、医療機関と日程調整後、受診券発行及び受診案内をいたします。

実施期間　平成 22 年 6 月から平成 23 年 3 月末まで     
申込方法　市役所市民課健康保険係（大口庁舎）へ電話で申し込んでください。   
申込期限　平成 23 年 1 月 31 日（月）まで
受 診 料　特定健診検査項目については、無料です。     

区　分 内　　容

基本的な健診
 既往歴の調査（服薬歴及び喫煙習慣の状況に係る調査含）、自覚症状及び
 他覚症状の検査、身体計測、血圧、血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、
 尿検査、腹囲測定

詳細な健診
（医師の判断による追加項目）

 貧血検査、心電図検査、眼底検査

医療機関名 住  所（伊佐市） 医療機関名 住  所（伊佐市）
 整形外科松元病院  ※  大口里 491‐2  大口温泉リハビリテーション病院  ※  大口青木 3022‐34
 むらたクリニック  ※  大口大田 1764‐1  有村クリニック  　　　　  ※  大口里 1889‐2
 日高内科  大口上町 17‐4  寺田病院  　　　　　　　  ※  大口上町 31‐4
 三浦医院  大口山野 5167  鹿児島県立北薩病院  大口宮人 502‐4
 水間病院  　　　　※  菱刈前目 2125  中村弘医院         　　　　   ※  菱刈前目 790‐1
 坂元内科  菱刈重留 1353  つよしクリニック  菱刈重留 1147‐1

（注意）特定健診を受診されるには、市が発行する受診券及び保険証が必要です。

申込・問い合わせ先　市役所市民課健康保険係　　　　　　　　　☎㉓１３１１○内　　１１６２・１１５８

　65 歳以上の人（要支援・要介護認定者を除く）には、生活機能評価も同時に実施します。
※生活機能評価同時実施可能な医療機関

健診項目（無料）

医療機関一覧表（順不同）

問い合わせ先　伊佐市文化会館　　☎㉒６３２０

日　　時　８月 13 日（金）　
　　　　　開場：18 時　開演：18 時 30 分
会　　場　伊佐市文化会館大ホール
出　　演　おすぎ（映画評論家）
　　　　　京都フィルハーモニー室内合奏団
入場料金　一　　　般：1,500 円（当日 2,000 円）
　　　　　高校生以下：1,000 円（当日 1,500 円）
　　　　　※全席指定（未就学児の入場不可）
チケット販売所
　伊佐市文化会館、各校区公民館、大口ふれあい
センター、ブックセンターリリーズ、オニツカ　

この公演の入場
料は、宝くじの助成
により特別料金と
なっております。



9　　広報いさ  2010.06.01

Government Infomation

こんな活動が対象です
①賠償責任補償
　指導者、責任者などが活動の参加者や第三者を死
傷させたり、財物に損害を与え、法律上の賠償責任
を負う場合
②傷害補償
　指導者や参加者が偶然の事故のため死傷した場合

　山岳登坂・ダイビング等の危険を伴うスポーツ、指導者・参加者の故意による事故、自然災害、自動
車事故、建築・改装等の工事による事故、指導者などの同居の親族に対する事故、脳疾患・疾病心神喪
失による事故、けんか・自殺・犯罪行為、他覚病状のないむち打ち症や腰痛、酒酔い、無資格運転によ
る事故など

補償の対象の種類は２種類です

こんな場合はだめです

「市民活動総合補償制度」

市民活動総合補償制度補償内容

問い合わせ先　市企画調整課共生協働推進係　　　　　　　　　　☎㉓１３１１○内　　　　　　　１１２６・１１２７

賠

償

責

任

補

償

区分 補償金額 (限度額）

身体賠償   最高１人　 6,000 万円
           １事故　　    2 億円

財物賠償   最高１事故　 100 万円

（注）１回の事故につき 5,000 円は　
　　自己負担（免責）になります。

障
　
害
　
補
　
償

  死　　亡
      後遺障害   １人　　　     500 万円

入院補償金   １人日額　     3,000 円
　　（180 日限度）

通院補償金   １人日額  　   2,000 円
　　（90 日限度）

　伊佐市では、自治会や校区などにおいて、市民の皆さまのあたたかい善意で行われる市民活動が盛ん
です。このような皆さまの市民活動を側面から支援するため、市では「市民活動総合補償制度」を設け
ており、皆さまが安心して活動を行えるように、市民活動中の事故を広く救済し、補償します。
（保険料は市が負担しています）

安心して地域活動を
行っていただくために

姶良・伊佐地域振興局の代表電話が廃止されます
　６月 30 日で、姶良・伊佐地域振興局の代表電話を廃止します。７月以降は、
総務企画部、農林水産部、建設部及び教育事務所へ直接電話してください。

総務企画部　総務企画課　　　☎63８１０６
　　　　　　パスポート窓口　☎63８１１１
　　　　　　県税課　　　　　☎63８１１６
農林水産部　農林水産総務課　☎63８１４３
　　　　　　農政普及課　　　☎63８１４６
　　　　　　農村整備課　　　☎63８１９８
　　　　　　林務水産課　　　☎63８１５９

姶良 •伊佐教育事務所　　　　    ☎63８１３３

時間外　　　　　　  　　　  　　☎63８４１０

建設部　建設総務課　　　　　   ☎63８３４４　
　　　　土木建築課　　　　　　☎63８３６５
　　　　河川港湾課　　　　　　☎63８３６７
　　　　管内河川情報サービス　☎63３４７０

姶良・伊佐地域振興局電話番号（市外局番　０９９５）

廃止する代表電話

　☎63３１１１

　市内に活動拠点を置く市民団体主催の公益性
のある次の諸活動が対象となります。（ただし、
宗教・政治・営利目的の活動は除く）
○地域社会活動
　防犯・防火・防災活動、公益的清掃活動、地
　区活動、自治会活動等及びこれらの準備活動
○青少年育成活動
　子供会、非行防止活動等及びこれらの準備活
　動（学校の管理下の行事は除く）
○社会福祉奉仕活動
　福祉施設援護活動、在宅老人・心身障害者な
　どへの介助活動
○社会教育活動
　自治会によるスポーツ・レクリェーション活
　動、文化活動等及びこれらの準備活動
○その他の活動
　市主催事業への参加者
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ISA City Topics

ISA City Topics
　５月 16 日、羽月西小校区の川岩瀬自治会で、羽月西小学校の
児童を招いてのコイのつかみ取りが行われました。

　川岩瀬自治会には、小・中学生が住んでいな
いため、地域に子どもたちの歓声が響くように
と今回の開催になりました。
　コイは、同自治会の山下
保さんからの提供で、近く
の川を堰き止めて放流したコ
イを相手に、16 人の子どもた
ちが大奮闘しました。
後半は、保護者も
参加して約 40匹を
捕まえ、小さいコイ
は川に放しました。

　今年も針持青少年センターで「端午の節句
飾り」の展示がありました。
　これは、針持地区“悠遊サロン”のみなさ
んが手作りした人形です。
　今年の注目は、凛々しい“坂本龍馬”と愛
らしい“おりょうさん”。サロンで龍馬の人
形を作ったところ、ひとりでは可哀相と自宅
で“おりょうさん”を作り二人ならべて飾っ
てありました。来年は、どんなキャラクター
が登場するか楽しみです。

今年は、龍馬とおりょう

　伊佐湧水消防組合大口消防署に新しい救急
車が導入され、５月 10 日から管内で活躍し
ています。この救急車は、災害対応特殊救急
車で、災害等が発生した場合は要請により被
災地へ出動することもできます。
　普段は、大口消防署に配置され、医療機関
への救急搬送に使われますが、救急車の中で
も救命士が救命処置を行なうための高度の救
急処置用資器材を搭載しており、救命活動に
も大きく貢献してくれることでしょう。

災害対応特殊救急車導入

大 声歓子どもたち
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　この春、伊佐市から自衛隊に入隊した新入
隊員の方々が、４月 30 日に市長を表敬訪問
されました。新しい制服に身を包んだ皆さん
は、自衛隊員として新たな生活や抱負などを
話してくださいました。
　また、「伊佐市のために役立ててください」
と寄付をいただきました。ありがとうござい
ました。本年度の新入隊員は次のとおりです。
（敬称略）

　5月 12 日は ｢看護の日 ｣です。“看護の心
をみんなの心に”をメインテーマに全国各地
で催しがおこなわれました。
　北薩病院でもこれを記念して 12 日から 13
日にかけて血圧測定などの健康チェックを行
う無料健康相談が開催されました。
　来院者は玄関側に特設された相談窓口で足
を止め、看護師さんの明るい笑顔に誘われる
ように次々と窓口を利用していました。相談
者は結果表に一喜一憂しながらも、この日も
らった手づくりの記念品の温かさに、心も軽
くみんな笑顔で帰って行かれました。

　3月 21、22 日に指宿で行なわれた女子バ
レーボール鹿児島選抜菜の花大会で見事、優
勝した伊佐リトルエンジェルのメンバーが真
紅の優勝旗を手に来庁しました。結果報告を
するメンバーの顔は誇らしげで、市長は市内
の 4つの小学校でつくるわずか 13 人のメン
バーが素晴らしい成績を残したチームワーク
の良さを称賛しました。当時、小学生だった
彼女たちも 4月からそれぞれの中学へ進みま
したが、久々に顔を合わせても一緒に汗を流
した仲間との絆は、笑顔とともに今も変わら
ずそこにありました。　
　優勝おめでとうございます。

　市内の企業 53 社が所属する経友会の川原
会長（大口酒造社長）が伊佐市口蹄疫防疫対
策本部を訪れ、連日続く消毒作業に対して激
励の言葉と寄付をくださいました。
　また、大口酒造㈱からも畜産農家の支援に
役立てて欲しいと寄付をいただきました。
　対策本部長である市長は、伊佐市への口蹄
疫侵入を防ぐために自主消毒ポイントを強化
する考えを伝え、いただいたご好意は有効に
使わせていただくと約束しました。
　畜産業界だけの問題ではありません。ひと
つの災害と考えまち全体で防疫に努め、伊佐
市を守りましょう。

（左から）丸田翔平（羽月）　深水綾人（田中）
　　　　 倉野晃太（田中）　内野洋平（山野）
（枠内左から）　
　小辻正寛（大口）　中　圭祐（大口）　

伊佐リトルエンジェル優勝

“ふるさと”のために寄付

看護の心をみんなの心に

新人自衛隊員表敬訪問
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問
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わ
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生
活
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（
市
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☎
�
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３
１
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○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

消
費
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活
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ド
バ
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ス

男
女
共
同
参
画
社
会
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市
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画
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課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
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毎
年
6
月
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ま
で
の
一
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「
男
女
共
同
参
画
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間
」
が
実
施

さ
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す
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私
た
ち
一
人
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と
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が
、

お
互
い
を
支
え
合
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認
め
合
え
る
社
会

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

“
女
性
サ
ロ
ン
室
”
の
ご
利
用
を
！

開
催
日
　
６
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
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連
絡
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☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

女
性
団
体
の
ご
紹
介

☆
「
大
口
忠
元
生
活
学
校
」
☆

　
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
家
庭
や
地

域
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く
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た
め
に
、
身
近
な
生
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課
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・
地
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境
・
福
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青
少

年
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等
）
を
学
習
し
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通
し
て
他
団
体
・
行
政
と
の
連
携
を
も

ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用

　
認
知
症
や
精
神
障
害
な
ど
で
判
断
能

力
が
衰
え
た
人
は
、
消
費
者
被
害
な
ど

に
あ
い
や
す
く
、
ま
た
判
断
能
力
が
な

く
な
る
と
銀
行
取
引
や
不
動
産
の
取
引

な
ど
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
判
断
能
力
が
減
退
し
た
人

を
保
護
し
、
契
約
な
ど
を
代
理
援
助
す

る
制
度
と
し
て
、
法
定
後
見
制
度
や
任

意
後
見
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
を
成
年
後

見
制
度
と
い
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ま
す
。

法
定
後
見
制
度

　
法
定
後
見
制
度
で
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
4
親
等
内
の
親
族
等
の
申
立
に
よ

り
、
家
庭
裁
判
所
が
、
①
判
断
能
力
が

不
十
分
な
人
に
は
補
助
②
判
断
能
力
が

著
し
く
不
十
分
な
人
に
は
保
佐
③
判
断

能
力
を
欠
い
た
常
況
に
あ
る
人
に
は
後

見
を
開
始
し
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
人
、
保

佐
人
、
成
年
後
見
人
を
つ
け
ま
す
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後
見
の
場
合
は
、
成
年
後
見
人
が
契

約
な
ど
の
取
消
権
と
代
理
権
・
財
産
管

理
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持
ち
、
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佐
の
場
合
は
保
佐
人

が
同
意
権
と
取
消
権
を
持
ち
、
必
要
に

応
じ
て
裁
判
所
に
代
理
権
を
つ
け
て
も

黄
色
い
リ
ボ
ン
⑱

男
女
共
同
参
画
週
間

成
年
後
見
制
度

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
補
助
の
場
合

は
、
取
消
権
、
代
理
権
と
も
必
要
に
応

じ
て
裁
判
所
に
つ
け
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
利
用
し
て
い
れ
ば
、

本
人
が
う
っ
か
り
契
約
を
し
て
し
ま
っ

た
場
合
で
も
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
安
心
で
す
。

任
意
後
見
制
度

　
将
来
判
断
能
力
が
不
十
分
な
状
態
に

な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
本
人
が
十
分

な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、
あ
ら
か

じ
め
自
分
が
選
任
し
た
任
意
後
見
人
に
、

本
人
の
生
活
や
療
養
看
護
、
財
産
管
理

に
つ
い
て
公
正
証
書
で
締
結
し
て
お
く

制
度
で
す
。
判
断
能
力
が
衰
え
た
ら
、

家
庭
裁
判
所
に
任
意
後
見
監
督
人
を
選

任
し
て
も
ら
っ
て
任
意
後
見
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
と
い
う
制
度
で
す
。
任
意
後

見
監
督
人
が
、
任
意
後
見
人
を
監
督
す

る
の
で
安
心
で
き
る
制
度
で
す
が
、
任

意
後
見
人
に
は
取
消
権
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
消
費
者
被
害
な
ど
を
予
防
し
よ

う
と
い
う
と
き
に
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
く
ら
し
の
豆
知
識
か
ら
一
部

抜
粋
）

　家庭内での事柄を主
に誰が担っているかに
ついては、「家事」「育
児」「介護」「ＰＴＡや
子ども会」で『妻』が
担っていると多く回答
しています。また年代
別にみても、職業別に
みても『妻』が担って
いる事柄が多くみられ
ました。家庭的責任と
仕事との両立の面で、
女性への負担の偏りが
うかがえます。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
の
市
民

意
識
調
査
報
告
　
―
5
回
目
―

　「
家
庭
内
で
の
事
柄
の
役
割
分
担
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

0 20 40 60 80 100

家　事
夫

1.2％

0.4％

0.3％

0.3％

0.9％

0.4％1.1％

2.1％

1.1％

1.1％
1.0％

9.7％

8.9％

0.4％
2.8％

9.6％
1.1％

3.2％

3.5％

3.2％

3.7％

3.2％

58.7％

28.8％

28.2％

29.4％ 29.1％

25.3％

27.5％ 17.1％

14.7％

21.6％ 夫・妻が
同程度

妻

夫・妻以外
の家族

家族全員

家族以外の人

無回答

該当しない

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

育　児

介　護

PTA や子ども会

高価な買い物の
最終決定

自治会・公民館
などの地域社会
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私たちの学校生活

Our School Life!

　
山
野
中
学
校
で
は
、「
心
身
と
も
に
健
康
で
、
生

き
る
力
と
確
か
な
学
力
を
備
え
た
人
間
性
豊
か
な
生

徒
の
育
成
」を
め
ざ
し
、生
徒
と
教
師
が
一
体
と
な
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
は
、
郷
土
史
を
盛

り
込
ん
だ
創
作
劇
や
地
域
の
自
然
を
題
材
に
し
た
模

型
製
作
等
に
取
り
組
み
、
日
曜
参
観
を
兼
ね
た
文
化

祭
で
発
表
し
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
ま
た
、
炊
飯
遠
足
で
は
、
十
曽
キ
ャ
ン
プ

場
へ
徒
歩
で
行
き
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ご
飯
を
炊
い

て
カ
レ
ー
を
作
り
、
異
年
齢
男
女
混
合
チ
ー
ム
に
よ

る
球
技
大
会
を
実
施
し
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
帰

り
に
は
公
道
の
清
掃
活
動
を
行
う
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
の
部
活
動
は
地
域
自
治
会
を
中
心
に

し
た
後
援
会
（
昭
和
51
年
発
足
）
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
、
活
動
に
必
要
な
用
具
類
の
購
入
や
県
大
会
等
へ

の
補
助
な
ど
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お

陰
様
で
大
会
に
お
い
て
は
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
校
の
生
徒
た
ち
は
、
豊
か
な
自

然
の
も
と
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
と
も
に
、
活
気

あ
ふ
れ
る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

今年度、本校では、「礼を正し　場を清め
　時を守る」を一事徹底の努力事項に掲げ、
文武両道のもと、生徒 81 人一人ひとりが
「明るく　正しく　たくましく」（校訓）成
長できるよう保護者・地域の皆さまととも
に、教職員が一体となって取り組んでまい
ります。　

山野中学校

▲体育祭で太鼓踊りをする男子生徒

山野中学校
米森　一博　校長

学校長から一言

ふ
れ
あ
い
　
学
び
合
い

　
　
　
活
気
あ
ふ
れ
る
　
山
野
中



日　程 内　　　　容 会　場 時　間

  ６月 29 日（ 火） コーディネーショントレーニング ～脳と身体 を上手につなげる運動～ ＊会員外も参加可能
 大口元気
 こころ館   9:30 ～ 11:30

  ７月 29 日（ 木） 糖尿病って何？  大口元気
 こころ館   9:30 ～ 11:30

  ８月 24 日（ 火） 食生活のポイント  大口元気
 こころ館   9:30 ～ 11:30

  ９月 14 日（ 火） 運動のポイント ～家でも出来る運動～  大口元気
 こころ館   9:30 ～ 11:30

 10 月  ６日（ 水） ウォーキング＆ストレッチ  市グラウ
 ンド周辺   9:30 ～ 11:30

 11 月 10 日（ 水） 野外研修　＊会員外も参加可能

  １月 26 日（ 水） 料理教室 ～ヘルシークッキング～  大口ふれあ
 いセンター 10:00 ～ 13:30

  ２月 23 日（ 水） 健康は口から ～口腔ケア～  大口元気
 こころ館   9:30 ～ 11:30
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　
市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

　
☎
㉓
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
５

健
康
の
コ
ー
ナ
ー

糖尿病について
～ 上手に楽しくコントロール ～

食べすぎ 運動不足

ストレス

脂肪
細胞

肥大
脂肪細胞

悪循環

高インスリン血症 すい臓

イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
低
下

疲れる インスリンの分泌が低下

①
②

③

④

⑤

　
伊
佐
市
に
は
、「
れ
ん
げ
の
会
」
と
い
う
、

糖
尿
病
の
患
者
・
家
族
の
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
で
は
、
糖
尿
病
や
運
動
・
食
事
な
ど

の
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
学
ぶ
、
勉
強
会
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
や
「
国
民
病
」
と
も

言
わ
れ
て
い
る
『
糖
尿
病
』。
10
年
前
の
約

１
・
５
倍
と
、
糖
尿
病
、
高
血
糖
に
な
る
人
は
、

年
々
増
え
て
き
て
い
る
の
で
す
。

『
糖
尿
病
』
に
な
る
原
因
は
、
大
き
く
２
つ

　
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
る
す
い
臓
が
、
身
体
の

中
で
攻
撃
さ
れ
て
弱
ま
っ
て
し
ま
い
、
血
糖

が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
食
べ
す
ぎ
・
運
動
不
足
・
ス
ト
レ
ス

　「
れ
ん
げ
の
会
」
は
、
糖
尿
病
や
健
康
に
興

味
の
あ
る
人
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。
勉
強
会

に
参
加
し
て
み
た
い
人
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
ず
は
６
月
29
日
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
働
き
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
で
す
。

多
く
の
場
合
、
こ
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
、

血
糖
が
高
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
糖
尿
病
で
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
上
の
図

の
よ
う
な
悪
循
環
が
起
き
て
い
て
、
状
態
が

悪
く
な
り
、
脳
梗
塞
や
失
明
、
腎
臓
病
な
ど

の
原
因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

自
分
の
生
活
習
慣
に
心
当
た
り
が
な
い
か
、

見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
食
べ
す
ぎ
や
運
動
不
足
が
習
慣
化
す
る
と
、

　
脂
肪
細
胞
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

②
大
き
く
な
っ
た
脂
肪
細
胞
は
、
イ
ン
ス
リ

　
ン
の
手
助
け
を
す
る
活
性
化
ホ
ル
モ
ン
を

　
減
ら
す
た
め
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
低

　
下
し
ま
す
。

③
す
い
臓
は
溜
ま
っ
た
血
糖
を
減
ら
そ
う
と
、

　
よ
り
た
く
さ
ん
の
イ
ン
ス
リ
ン
を
作
っ
て
、

　
送
り
出
し
ま
す
。

④
こ
の
状
態
が
高
イ
ン
ス
リ
ン
血
症
で
す
。

　
イ
ン
ス
リ
ン
は
肝
臓
に
保
管
さ
れ
ま
す
が
、

　
満
杯
に
な
る
と
、
脂
肪
と
し
て
細
胞
に
溜

　
ま
り
ま
す
。

⑤
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
は
さ
ら
に
低
下
し
、

　
す
い
臓
が
疲
れ
て
い
き
ま
す
。
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【今月の新刊本】（抜粋）【ご利用案内】
本や資料を借りる時

　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に
住所を有する人か、伊佐市内に所在する
職場・学校に通勤・通学をされている人
であれば借りられます。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
「すれ違う背中を」 　乃南アサ
　恋の予感か、闇への罠か。ムショ帰り２人
組が、自立への道を摑みかけた、まさにその
頃。気にかかる隣人の出現に、２人の心は掠
め盗られた。でも何かが違う。どこか変…。
　『yomyom』連載を書籍化。

【６月の休館日】
６月 ７日（月） ・14 日（月）・21 日（月）・28 日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　６月 26 日（土）　10:30 ～
場　所　大口図書館

【図書館へ献本】
髙野キミ子さん（山野上ノ馬場）
永山保雄さん（尾之上）　　

【　児　童　】
徳田さんちはおばけの一家 ねじめ正一
ねこじたなのにお茶がすき ささめやゆき
とどろヶ淵のメッケ 富安陽子
かさをかしてあげたあひるさん 村山籌子

【　一　般　】
炎上する君 西加奈子
道徳という名の少年 桜庭一樹
組曲虐殺 井上ひさし
つやのよる 井上荒野

【お知らせ】

ブックスタートを開催します
日　時　６月 19 日（土）10:30 ～（１時間程度）
場　所　菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）
内　容　絵本が入ったブックスタートパックのプレゼント、
　　　　先輩による子育て体験談、読み聞かせなど。
対象者　出産予定の人、２歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　　　で初めて参加される人。なお当日は母子健康手帳
　　　　をご持参ください。
※ブックスタートパックは子どもさん１人につき１つさし
　上げます。参加につきましては、事前に菱刈図書館まで
　連絡をお願いします。今後、９月・12 月・３月の第３
　土曜日に開催する予定です。
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伊佐市からのお知らせ

　
鹿
児
島
県
が
行
う
平
成
22
年
度
の
狩
猟
免

許
試
験
に
つ
い
て
、
次
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
す
。

試
験
日
程
・
開
催
場
所

▽
姶
良
会
場
　
７
月
25
日
（
日
）
9
時
開
始

　
　
　
　
　
　
受
付
８
時
30
分
～

　
場
所
：
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
本
庁
舎

▽
伊
佐
会
場
　
８
月
29
日
（
日
）
９
時
開
始

　
　
　
　
　
　
受
付
８
時
30
分
～
　
　
　

　
場
所
：
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
伊
佐
庁

　
　
　
　
舎

申
請
受
付
期
間

▽
姶
良
会
場

　
６
月
７
日
（
月
）
～
７
月
９
日
（
金
）

▽
伊
佐
会
場

　
７
月
12
日
（
月
）
～
８
月
６
日
（
金
）

申
請
に
必
要
な
書
類
等

○
狩
猟
免
許
申
請
書
（
各
猟
友
会
長
・
県
猟

　
友
会
伊
佐
支
部
（
大
口
庁
舎
内
）・
市
林
務

　
課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。）

○
写
真
１
枚
（
縦
３
cm
×
横
2.4 

cm
）

○
医
師
の
診
断
書

○
料
金
（
県
収
入
証
紙
代
金
他
）

　
初
心
者
：
証
紙
代
金
５
、２
０
０
円
　

　
　
　
　
　
書
類
発
送
切
手
代
金
80
円

　
一
部
免
除
者
：
（
既
に
１
種
類
以
上
の
免

試
　
験

平
成
22
年
度
狩
猟
免
許
試
験

募
集
人
員
　
２
人

資
　
　
格

　
18
歳
以
上
で
受
付
事
務
の
で
き
る
人

※
高
校
生
は
除
く
。
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

雇
用
期
間
　
７
月
20
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
８
月
31
日
（
火
）

勤
務
時
間
　
９
時
30
分
～
18
時
30
分

　
　
　
　
　（
原
則
と
し
て
１
日
交
代
）

賃
　
　
金
　
１
日
　
５
、５
０
０
円

募
集
締
切

　
６
月
28
日
（
月
）
17
時
ま
で
に
自
筆
の
履

歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身
写
真
貼
付
）

１
通
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
　

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
教
育

施
設
管
理
係
　
　
　
　
　
　
☎
�
６
３
２
０

募
　
集

市
営
プ
ー
ル
受
付
事
務
員
募
集

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
受
講
者
募
集

　
高
齢
者
の
知
識
・
技
能
を
習
得
す
る
人
に

対
し
て
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　
60
歳
台
前
半
の
就
職
意
思
の
あ
る
高
齢
者

講
習
期
間

　
伊
佐
市
で
は
、
農
林
家
民
泊
に
よ
り
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
農
山
村
生
活
体
験
学

習
）
や
都
市
部
か
ら
の
修
学
旅
行
生
・
イ
ン

タ
ー
ン
生
等
の
受
入
れ
を
行
い
、
農
林
業
の

生
活
体
験
を
通
じ
て
、
伊
佐
市
の
Ｐ
Ｒ
や
人

情
・
風
土
・
食
文
化
に
触
れ
て
頂
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
受
入
れ
の
体
制
整
備
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
り
、
受
け
入
れ
先
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

　
農
林
業
を
営
ん
で
お
ら
れ
る
人
で
、
新
規

受
入
れ
を
希
望
さ
れ
る
人
は
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
６
月
15
日
（
火
）

※
既
に
、
地
域
振
興
課
へ
登
録
さ
れ
て
い
る

　
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

農
林
家
民
泊
受
入
れ
家
庭
の
募
集

６
月
20
日
（
日
）
～
26
日
（
土
）

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
対
す
る
理
解
の
促
進

を
図
る
た
め
に
、
県
で
は
「
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
を
正
し
く
理
解
す
る
週
間
」
を
定
め
て
い

ま
す
。
誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
っ
て
、
長
い

間
、
偏
見
や
差
別
に
苦
し
め
ら
れ
た
ハ
ン
セ

ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
が
、
平
穏
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
地
域
を
創
る
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
は
何
か
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
知
識

○
国
の
隔
離
政
策
な
ど
に
よ
り
、
ハ
ン
セ
ン

　
病
は
怖
い
病
気
と
い
う
誤
っ
た
考
え
が
定

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
正
し
く
理
解
す

る
週
間

　
許
を
所
持
し
、
異
な
る
免
許
を
取
得
す
る

　
者
）
証
紙
代
金
３
、９
０
０
円

　
　
　
書
類
発
送
切
手
代
金
80
円

※
他
に
別
途
手
数
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
猟
友
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
請
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
本
庁
舎
農
林
水
産

部
林
務
水
産
課
林
務
水
産
係

　
　
　
　
　
☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
１
５
９

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
地
区
産
業
活
性
化
協
議
会

☎
�
５
５
１
３
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

お
知
ら
せ

　
６
月
23
日
（
水
）
～
７
月
６
日
（
火
）

※
土
・
日
は
休
み
で
10
日
間
。

会
　
　
場

　
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

講
習
内
容

　
清
掃
機
器
取
扱
い
の
基
礎
知
識
、
台
所
・

バ
ス
・
ト
イ
レ
等
の
掃
除
の
コ
ツ
、墓
石
清
掃
。

受
講
料
　
無
料

募
集
締
切
　
６
月
11
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６
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鹿
児
島
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
で
は
、

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病に

つ
い
て

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
防
止

の
た
め
、
漁
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
委
員
会

指
示
を
出
し
ま
し
た
。

指
示
の
内
容

　
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん
延
を

防
止
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
河
川
で
採
捕

し
た
コ
イ
を
そ
の
河
川
及
び
他
の
水
域
（
河

川
、
湖
沼
等
）
に
放
流
し
て
は
な
ら
な
い
。

○
川
内
川
水
系
の
鹿
児
島
県
区
域
の
本
流
及

　
び
支
流
（
た
だ
し
、
十
曽
ダ
ム
及
び
清
浦

　
ダ
ム
か
ら
上
流
の
区
域
は
除
く
。）

指
示
期
限
　
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

罰
則
に
つ
い
て

　
指
示
に
違
反
し
た
場
合
、
直
ち
に
罰
則
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
委
員
会
の
申
請
に
基

づ
き
知
事
は
指
示
に
従
う
よ
う
に
と
の
命
令

を
発
し
、
そ
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合
、
１

年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、
50
万
円
以
下
の
罰

金
等
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

○
人
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
の
で
、
感
染
し
た

　
コ
イ
を
食
べ
て
も
人
体
に
は
影
響
し
ま
せ

　
ん
。

○
コ
イ
の
採
捕
（
釣
り
等
）
は
禁
止
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。

○
川
な
ど
で
コ
イ
が
死
ん
で
い
る
の
を
見
か

　
け
た
と
き
は
、
最
寄
り
の
市
町
村
ま
で
ご

　
連
絡
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
振
興
係☎

�
１
３
１
１
○内　
２
２
４
５

日
　
　
時
　
７
月
４
日
（
日
）
８
時
30
分
～

場
　
　
所
　
伊
佐
市
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
伊
佐
市
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格

　
伊
佐
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

チ
ー
ム
構
成
　
１
チ
ー
ム
４
人（
男
女
各
２
人
）

▽
Ａ
ク
ラ
ス

　
全
員
が
40
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

▽
Ｂ
ク
ラ
ス

　
Ａ
ク
ラ
ス
に
該
当
し
な
い
チ
ー
ム

参
加
料

　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
（
当
日
受
付
）

第
10
回
い
き
い
き
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

　
着
し
、
そ
の
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
・

　
差
別
や
人
権
侵
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た

　
が
、
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
方
々
等
は
、

　
今
も
根
強
く
残
る
偏
見
・
差
別
に
苦
し
ん

　
で
お
ら
れ
ま
す
。

○
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
ら
い
菌
に
よ
っ
て
お
こ

　
る
感
染
病
で
、
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療
に
よ
り
、

　
短
期
間
で
治
癒
す
る
病
気
で
す
。

○
わ
が
国
に
感
染
病
と
な
る
も
の
は
ほ
と
ん

　
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

○
元
患
者
で
あ
っ
た
方
々
の
身
体
の
変
形
は

　
後
遺
症
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
保
健
福
祉
部
健
康
増
進
課
ハ
ン
セ
ン
病

担
当
窓
口
　
☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
７
２
０

公
売
日
時
　
７
月
29
日
（
木
）
10
時

公
売
場
所
　
伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎
２
階

　
　
　
　
　
大
会
議
室

　
登
記
地
目
が
農
地
に
つ
き
、
入
札
参
加
条

件
と
し
て
、
農
業
委
員
会
の
発
行
す
る
農
地

の
買
受
適
格
証
明
書
が
必
要
で
す
。（
毎
月

５
日
申
請
締
め
切
り
）

　
詳
し
く
は
広
報
い
さ
５
月
１
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
土
地
建
物
の
位
置
、
形
状
等
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
収
納
課
滞
納
整
理
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
０
２
・
１
２
０
３

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

申
込
方
法

　
６
月
21
日
（
月
）
ま
で
に
チ
ー
ム
名
・
代

表
者
名
・
連
絡
先
を
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
文
化
ス
ポ

ー
ツ
係
（
横
山
）　
　
　
　  

☎
�
６
３
２
０

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
市
税
務
課
市

民
税
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

倒
産
、
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
人
で

次
の
全
て
の
要
件
に
該
当
す
る
人

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
後
の
離
職
に
よ
り
、

　
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者
証
を
持
っ
て
い

　
る
65
歳
未
満
の
人
。

②
離
職
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
人
。（
社
会
保
険
の
任
意
継
続
か
ら

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
人
も
可
。）

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
「
理
由
」
欄

　
の
番
号
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

　
11
、
12
、
21
、
22
、
23
、
31
、
32
、
33
、

　
34

申
請
に
必
要
な
書
類

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

○
印
鑑

市
条
例
に
よ
る
減
免

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
失
業
等
に
よ
り
前
年
の
所
得
に
比
べ
て
、

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
及
び
減
免

に
つ
い
て

　
１
／
２
以
上
の
所
得
減
が
見
込
ま
れ
る
場

　
合
（
た
だ
し
、
前
年
度
所
得
が
５
０
０
万

　
円
以
下
の
人
）

②
災
害
を
受
け
た
場
合

申
請
に
必
要
な
書
類

○
そ
の
根
拠
と
な
る
書
類
（
離
職
者
票
、
雇

　
用
保
険
受
給
者
資
格
者
証
、
罹
災
証
明
な

　
ど
）

○
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

市
税
務
課
市
民
税
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
８
７
・
１
１
８
８
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伊佐市からのお知らせ

　現在、次の５か所で消毒作業を
行っております。
○国道 268 号　山野五女木付近
○国道 447 号　白木山之神付近
○県道   53 号　南浦永池付近
○国道 447 号　青木多々良石付近
○国道 268 号　菱刈徳辺付近
　皆さまのご協力をお願いします。

　
消
防
法
第
13
条
の
23
の
規
定
に
基
づ
く
平

成
22
年
度
危
険
物
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
す

る
講
習
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
講
対
象
者

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
を
所
持
し
、
現
に
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
お
り
、
次
に
該

当
す
る
人
は
、
保
安
講
習
の
受
講
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
免
状
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
3
年
以
内

②
前
回
の
保
安
講
習
受
講
日
か
ら
3
年
以
内

③
危
険
物
の
取
扱
作
業
か
ら
離
れ
、
①
・
②

　
の
期
間
（
３
年
間
）
を
超
え
て
い
る
と
き

　
は
、
再
び
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
た

　
日
か
ら
1
年
以
内

講
習
科
目

○
危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項

○
危
険
物
火
災
予
防
に
関
す
る
事
項

講
習
日
時
　

7
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　
受
付
9
時
～
9
時
30
分

講
習
会
場
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

　
危
険
物
保
安
講
習
受
講
申
請
書
（
伊
佐
市

湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
の

平
成
22
年
度
危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
案
内

手
数
料
欄
に
４
、７
０
０
円
分
の
鹿
児
島
県

収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
　

6
月
1
日
（
火
）
～
19
日
（
土
）

そ
の
他

　
伊
佐
会
場
の
講
習
日
に
都
合
の
悪
い
人
は

他
の
会
場
で
も
受
講
で
き
ま
す
。
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危
険

物
係
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
�
０
１
１
９

空
地
及
び
空
家
火
災
防
止
に
つ
い
て

口蹄疫の侵入を防ごう

　
管
内
の
空
地
や
空
家
で
枯
草
等
が
生
茂
っ

て
い
る
の
を
見
か
け
ま
す
。
放
火
及
び
火
遊

び
等
に
よ
る
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
、
空
地
や
空
家
の
所
有

者
ま
た
は
管
理
者
等
は
、
そ
の
空
地
や
空
家

の
枯
草
な
ど
周
囲
に
延
焼
の
お
そ
れ
の
あ
る

物
件
の
除
去
や
空
地
へ
の
進
入
防
止
等
の
火

災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
次
の
注
意
事
項
を
守
り
、
火
災

　
市
で
は
関
東
薩
摩
お
お
く
ち
会
と
の
共
催

で
、
７
月
下
旬
に
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し

ま
す
。
家
庭
内
で
の
遺
産
相
続
や
家
庭
内
暴

力
、
ま
た
隣
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
法
律

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

何
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
予
約
制
（
先
着
順
）
と
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
事
前
に
申

込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
相
談
時
間
は
一
人
あ
た
り
30
分
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士

　
元
大
東
文
化
大
学
法
科
大
学
院
長

　
小
野
幸
二
先
生
（
羽
月
出
身
）　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
総
務
課
行
政
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
１
４
・
１
１
１
５

無
料
法
律
相
談

期
　
　
間
　

6
月
1
日
（
火
）
～
7
日
（
月
）

「
水
道
に
　
寄
せ
る
信
頼
　
飲
む
安
心
」

　
水
道
は
、
市
民
生
活
や
さ
ま
ざ
ま
な
社
会

活
動
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
の
も
と
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
的
に

供
給
で
き
る
よ
う
に
、
よ
り
質
の
高
い
信
頼

さ
れ
る
水
道
の
整
備
を
目
指
し
て
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

水
道
施
設
の
新
設
・
修
繕
の
問
い
合
わ
せ
先

第
52
回
「
水
道
週
間
」

　
忠
元
公
園
多
目
的
広
場
は
芝
生
養
生
の
た

め
次
の
期
間
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

期
　
　
間
　
６
月
１
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
商
工
振
興
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
５
３

忠
元
公
園
多
目
的
広
場
の

利
用
に
つ
い
て

大
口
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー
　

☎
�
５
３
３
３

菱
刈
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー
　

☎
�
２
８
７
０

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

注
意
事
項

①
空
地
の
管
理

　
㋐
枯
草
は
刈
り
取
り
、
安
全
な
方
法
で
処

　
　
分
し
ま
し
ょ
う
。

　
㋑
木
屑
・
紙
屑
等
の
燃
え
や
す
い
も
の
は

　
　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
㋒
空
地
へ
の
進
入
防
止
の
た
め
、
ブ
ロ
ッ

　
　
ク
塀
・
柵
に
よ
り
周
囲
を
囲
み
ま
し
ょ

　
　
う
。

②
空
家
の
管
理

　
㋐
む
や
み
に
人
が
出
入
り
で
き
な
い
よ
う

　
　
に
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

　
㋑
燃
え
や
す
い
も
の
を
周
囲
に
放
置
し
な

　
　
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
㋒
ガ
ス
及
び
電
気
は
確
実
に
遮
断
し
、
危

　
　
険
物
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
㋓
建
物
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、
建
物
周

　
　
囲
の
枯
草
等
を
刈
り
取
り
、
安
全
な
方

　
　
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
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誕
　
生

 

（
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
受
付
分
）

岩
元
　
愛あ
い
か華
（
亨
通
・
重
留
西
）

鹿
子
木
　
凜り
ん

（
孝
・
高
野
）

勝
目
　
敦あ
つ
や也
（
公
治
・
朝
日
町
）

小
北
　
十と
お
い生
（
剛
・
山
下
）

迫
口
　
明あ
き
ひ
ろ弘
（
国
弘
・
こ
っ
が
ら
団
地
）

田
島
　
寧ね

ね音
（
稔
也
・
朝
日
団
地
）

中
村
　
陽ひ
は
る春
（
哲
朗
・
西
水
流
）

仁
王
　
優ゆ
う
み海
（
良
一
・
朝
日
団
地
東
）

羽
田
　
悠ゆ
う
ま馬
（
広
喜
・
尾
之
上
）

宮
島
　
結ゆ

あ愛
（
幸
久
・
高
校
西
）

山
之
氏
　
海か

ほ帆
（
拓
哉
・
駅
前
）

（
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
受
付
分
）

大
口
地
区

折
田
　
ハ
ル
　
　
　
99
　（
戸
切
）

仮
屋
　
ア
キ
　
　
　
92
　（
上
ノ
馬
場
）

迫
間
　
君
子
　
　
　
74
　（
西
本
町
）

佐
山
　
惠
子
　
　
　
57
　（
緑
ヶ
丘
）

白
石
　
博
子
　
　
　
78
　（
下
青
木
）

瀬
戸
口
　
福
子
　
　
80
　（
上
青
木
東
）

伊
達
　
一
光
　
　
　
85
　（
牛
尾
）

塚
田
　
廣
美
　
　
　
54
　（
井
手
原
）

永
尾
　
澄
男
　
　
　
75
　（
諏
訪
馬
場
）

流
矢
　
良
子
　
　
　
64
　（
白
ヶ
谷
）

原
口
　
秀
信
　
　
　
73
　（
西
本
町
）

原
水
　
貞
志
　
　
　
76
　（
下
青
木
）

松
添
　
キ
ミ
子
　
　
81
　（
朝
日
町
）

安
田
　
力
　
　
　
　
73
　（
上
元
町
）

山
本
　
朋
宏
　
　
　
36
　（
多
々
良
石
）

脇
田
　
イ
ツ
子
　
　
77
　（
中
戸
切
）

渡
邊
　
テ
ル
　
　
　
101
　（
水
ノ
手
）

山
野
地
区

室
之
園
　
ヨ
シ
ヱ
　
92
　（
境
町
）

※
３
月
19
日
受
付

川
口
　
フ
ミ
子
　
　
85
　（
堺
町
）

腰
替
　
良
文
　
　
　
76
　（
平
原
前
）

小
屋
敷
　
ア
ヤ
　
　
89
　（
上
之
馬
場
）

中
村
　
直
彦
　
　
　
84
　（
上
松
）

羽
月
地
区

今
村
　
ア
グ
イ
　
　
85
　（
髙
津
原
）

大
浦
　
忠
　
　
　
　
82
　（
富
ヶ
丘
）

川
口
　
セ
ツ
子
　
　
81
　（
白
木
）

清
水
　
ノ
ク
　
　
　
95
　（
園
田
）

瀬
戸
山
　
重
義
　
　
93
　（
下
殿
）

坊
ケ
島
　
重
雄
　
　
77
　（
大
島
南
）

若
松
　
秀
美
　
　
　
62
　（
駅
前
）

西
太
良
地
区

鹿
倉
　
利
八
　
　
　
82
　（
土
瀬
戸
）

河
野
　
明
夫
　
　
　
76
　（
堂
山
）

兒
島
　
有
男
　
　
　
79
　（
笠
松
）

南
薗
　
フ
ミ
　
　
　
80
　（
馬
場
）

菱
刈
地
区

秋
丸
　
ス
ヱ
ノ
　
　
84
　（
築
地
中
）

一
湊
　
孝
太
郎
　
　
86
　（
前
目
麓
）

大
川
内
　
　
枝
　
　
100
　（
下
荒
田
）

大
久
保
　
ヨ
シ
子
　
90
　（
下
名
）

川
畑
　
陽
子
　
　
　
81
　（
前
目
下
）

貴
島
　
髙
則
　
　
　
95
　（
猶
原
）

酒
匂
　
昭
子
　
　
　
83
　（
小
原
松
山
）

田
丸
　
義
則
　
　
　
92
　（
小
川
添
）

中
村
　
民
雄
　
　
　
79
　（
重
留
西
第
２
住
宅
）

中
山
　
サ
チ
　
　
　
82
　（
本
町
）

野
口
　
貞
子
　
　
　
82
　（
前
目
宇
都
）

益
﨑
　
秋
文
　
　
　
84
　（
田
中
上
）

溝
口
　
忠
美
　
　
　
86
　（
本
城
宇
都
）

　
【今月の表紙】

　現在建設中の新曽木大橋（仮称）の
工事現場からの眺めです。
　完成すると長さ約２００ｍ、主塔の
高さは路面から約 55 ｍの斜張橋にな
ります。開通すると現在の曽木大橋は
解体されます。
　“曽木の滝”の風景も変わることで
しょう。　

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL：0995-22-0425
H    P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

タケシタの家造り 検索

お気軽にご相談ください。

手すり、段差解消、バリアフリー、
タタミ部屋をフローリングに、
浴室・トイレ改修、出入口の拡張、
開戸から引戸へ、スロープ  等

介護リフォーム
承ります。

広告

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

エコポイントで
賢くリフォーム・新築
内窓・複層サッシ・
断熱工事で
最大３０万ポイント！
ぞくぞくと申請中です！
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人口のうごき

H22. ５. １現在（前月比）

総人口　30,205人　  （－   71）
　男　　13,885人　  （－   53）
　女　　16,320人　  （－   18）
世帯数　14,347 世帯（＋   18）

　
４
月
20
日
に
、
宮
崎
県
に
お
い
て
口
蹄

疫
の
疑
似
患
畜
の
1
例
目
が
確
認
さ
れ
て

か
ら
1
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
伊
佐
市
で
は
４
月
28
日
午
前
８
時
に

「
伊
佐
市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
」
を
設

置
し
、
同
日
よ
り
市
内
３
箇
所
に
24
時
間

体
制
の
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
、
伊
佐
市

へ
の
口
蹄
疫
感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
消
毒
ポ
イ
ン
ト
１
箇
所
に
、
警
察
官
・

警
備
員
・
農
協
職
員
・
共
済
組
合
・
県
職

員
・
市
職
員
の
12
人
体
制
で
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
連
休
明
け
か
ら
は
、
建
設
業
組

合
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
５
月
末
ま
で
に

延
べ
約
２
５
０
０
人
動
員
し
て
い
ま
す
。

　
口
蹄
疫
が
終
息
し
畜
産
関
係
者
が
安
心

し
て
仕
事
が
で
き
る
日
が
、
早
く
来
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

◆ ◆

 http://www.hanjiro-movie.com/

映画『半次郎』情報
俳優 榎木孝明さん（伊佐市出身）企画・主演

問い合わせ先　「半次郎」上映する会　　   ☎０９０・２５０４・０８３５（森山）

今回の映画への思い入れを聞かせてください。

榎木孝明さんに Ｑ＆Ａ

　苦労は全て楽しみにしてしまえば良
いと考えているので、苦労したとの思

いはありません。
　撮影はひと月以上の長丁場を、出演者、ス
タッフと過ごす事になります。伊佐での撮影
期間中は、若手の出演者は菱刈の宿にお世話
になっており、私もたまにそこに遊びに行っ
ていました。まるで男子学生の合宿の様で楽
しかったです。

今回の撮影での苦労・楽しかったことは？

　桐野利秋を主役に映画を作りたいという思い
は、随分と昔から持っていました。それも、地

元鹿児島で撮影が出来たら最高に嬉しいと思っていま
した。西南の役で死んでいった人々の気持ちを今の時
代に伝える事は、自分の使命だとの思いがこの映画の
製作に繋がったと思っています。




